
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統文化の継承 

                  校長 牧野英一  

2025 年（令和７年）一年間の総仕上げである３学期がスタートしました。年が改まると新鮮な気持

ちになり、決意も新たにすることができます。令和７年は干支でいえば乙巳（きのと・み）になりま

す。「乙」は十干の２番目にあたり、困難があっても紆余曲折しながら進むことや、しなやかに伸び

る草木を、「巳」は蛇のイメージから「再生と変化」を意味します。脱皮し強く成長する蛇は、その

生命力から「不老長寿」を象徴する動物、または神の使いとして信仰されてきました。この２つの組

み合わせである乙巳には、「努力を重ね、物事を安定させていく」といった縁起のよさを表している

といえます。 

さて、１月 18日（土）・19 日（日）に東京都無形文化財にも指定されている岡田八幡神社の正月祭

が盛大に行われ、二中生の多くが神輿の担ぎ手として練り歩き、地域を盛り上げてくれました。 

平安時代末期、保元の乱に敗れ流罪となった源為朝が上陸した場所が岡田の「つかせっぱの浜」

（「勝崎」と「よたろう根」の間）とされ、岡田港近くに為朝を祀ったのが八幡神社です。御神体は

為朝が奉じてきた「九重の巻物」であるといわれ、巻物が収められた「開かずのお箱」を開けると目

がつぶれると言い伝えられていました。 

八幡神社の祭礼は、正月 6日から始まり、1月中旬土日の「本祭り」では手踊りや天古舞が奉納さ

れます。天古舞は二人一組の天古振手が法被、股引姿で、天古の棒を用いて木遣りに合わせて舞うも

ので、為朝が八幡神社の建立や道を開く際に梃子の原理を用いて大きな溶岩を取り除き、村づくりを

進めたという故事が起源とされています。地域研究発表会でも八幡神社に関するテーマは多く、第１

回の地域研究発表会では「為朝」と「天古舞」、第２回では「八幡神社」のテーマで研究が進められ

ており、生徒の興味・関心が強かったことがうかがえます。 

地域に伝えられる伝統文化・伝統芸能を継承していくことは、かなりの努力と困難さを要すると思

いますが、貴重な文化財を次代に残すという意味で重要であると考えます。そして、このことを通し

て地域に誇りと愛着をもたらし、地域共同体に果たす役割も大きいのではないでしょうか。 

ここ数十年、高度経済成長期の社会情勢の変化やコロナ禍によってこの貴重な伝統文化や伝統行事

が簡素化されたり、場合によっては失われてしまった地域も多いと聞きます。これらの文化財は、地

域のみならず日本の貴重な財産であり、この宝物とも言うべき文化財を継承していくことは、学校と

しても重要な役割を担っています。地域、学校、家庭それぞれがうまく機能し、役割を分担しなが

ら、この誇るべき貴重な伝統文化がこれからも継承されていくことを願っています。 

令和６年度も残り３か月ですが、本校の教育方針をご理解の上、ご協力・ご支援のほどよろしくお

願いいたします。 

449    １ 月 ２ ７ 日 

校訓：質実剛健 

令和６年度第 ９号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度学校評価アンケート 
 

２学期の終わりに実施させていただいた「学校評価アンケート」にご協力いただきありがとうご

ざいました。保護者によるアンケート結果を以下に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度学校評価（保護者）アンケート 自由意見一覧 

○生徒たちの個々を尊重する活動をしていただきありがとうございます。また、最近は下校時刻な

どもメールで知らせてくださるので、帰り道が暗くなる時期の下校時には大変助かり、帰宅を待

つ身としては安心します。 

○マチコミの連絡は良いと思います。これからも宜しくお願い致します。 

→昨年度に連絡メールの変更がありましたが、ご対応いただきありがとうございました。今後も引

き続き連絡手段として活用し、必要な情報を発信していきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○教科によっては授業の内容を子供が理解できていないことが続いてるように思う。先生のご負担

かと思いますが、補習等の支援をしてもらえると嬉しく思います。 

→ご指摘ありがとうございます。本校では校内研修を通して授業改善を推進しております。補習も

必要であれば行いますが、普段の授業の内容が子供たちにできるだけ理解できるように授業改善

し、協働的な学びの実践に向けて今後も研鑽していきますのでご理解お願いいたします。 

 

○子供たちの作品作りの過程において本人の意思と違うものになるという不満を子供から聞きま

す。また、見通しがつかず進度が分からないという意見もあります。シラバス等で課程をしっか

り導くことをお願いしたいです。 

→本校では教科ごとに年間指導計画を立て、計画的に授業を進めております。計画通りにいかない

こともございますが、できるだけ年間を通して計画的に進むように修正してまいります。また、

単元ごとに単元計画を生徒に示しておりますので、今後も見通しのもてる授業づくりに励んでま

いります。 

 

岡田八幡神社正月祭 １月１８日（土）～１９日（日） 

 風がやや強い中でしたが、１８日の午前中に子供神輿を実施しました。９時に岡田八幡神社を出

発し、町内を練り歩き、１２時過ぎに神社に戻りました。たくさんの小中学生が参加し、途中途中

の訪問先での発声も威勢が良く、大いに盛り上がりました。 

午後は子供剣道、高校生手踊りが奉納され、ここからが祭本番、木遣りから手踊り、天古舞と、

厳粛な雰囲気の中で行われました。２日間の祭にご協力いただきありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月の行事予定 
 

日 曜 行事 給食 日 曜 行事 給食 

1 土   15 土   

2 日   16 日   

3 月 生徒朝礼 避難訓練  公開授業週間 ◎ 17 月  ◎ 

4 火 2 年入学説明会 14:00～ ◎ 18 火  ◎ 

5 水 ALT  ◎ 19 水 ALT         テスト週間 ◎ 

6 木 SC 笑顔と学びプロジェクト ◎ 20 木  ◎ 

7 金 安全指導日  ◎ 21 金 3 年都立入試 ◎(1,2 年) 

8 土   22 土   

9 日 カメリアマラソン  23 日 ～天皇誕生日～  

10 月 講話朝礼 3 年性教育講座 ◎ 24 月 ～振替休日～  

11 火 ～建国記念の日～  25 火  ◎ 

12 水 ALT ◎ 26 水 ALT  学年末考査  校内研修会 ◎ 

13 木 SC スピーキングテスト(1,2 年) ◎ 27 木    学年末考査 ◎ 

14 金 東京都公立学校美術展覧会 2/14～19 ◎ 28 金 SC  学年末考査  専門委員会 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 ： のびやかで、あたたかい心 

         深く考え、自ら学ぶ力 

         健やかな身体とたくましい体力 
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◇ 公開授業週間 ◇ 

 期間：２月３日（月）～７日（金）  

 

※ 短い時間でも構いませんので、生徒たちの

学習活動や休み時間の様子をご参観くだ

さい。 

※ 時間割等については、別紙お便りでご確

認ください。 

 

◇ 笑顔と学びの体験活動プロジェクト ◇ 

〇日 時：２月６日（木） 

１３時１５分～１５時０５分 

〇会 場：体育館、校庭 

〇内 容：サッカー（講義・体験） 

○講 師：坪井慶介（元日本代表選手） 

 

◇ 道徳授業公開講座 ◇ 
１月１０日（金）に、３学年合同の道徳の授

業を公開し、その後、地域の方との意見交換会

を行いました。 

授業では、考え・議論することで、これまで

の自分自身を見つめ直す時間になりました。 

◇ 魚ふれあい体験 ◇ 
１月１６日（木）に、大島町役場産業課や漁協

の方々に来ていただき、２学年で魚のふれあい

体験を実施しました。大きな魚に戸惑いながら

も、実際に捌いて調理する貴重な体験をするこ

とができました。 


